
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

一
九
四
　
（
七
七
四
）

研
　
究

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
一

　
　
　
　
　
市
民
革
命
経
済
理
論
の
彩
成

　
　
　
　
目
　
次

－
　
問
題
提
起

ー
　
ベ
テ
ィ
経
済
理
論
の
原
像
（
以
上
一
九
巻
六
号
）

皿
　
　
『
租
税
責
納
論
』
段
階
－
第
－
期
１
の
経
済
理
論
（
二
十
巻

　
二
号
）

ｗ
　
　
『
政
治
算
術
』
・
『
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
の
政
治
的
解
剖
』
段
階
－

　
第
－
期
１
の
経
済
理
論
（
第
二
十
一
巻
第
一
号
）

Ｖ
　
　
『
政
治
算
術
別
論
』
・
『
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
論
』
段
階
－
第
皿
期

　
ー
の
経
済
理
論
（
以
下
本
号
）

Ｍ
　
若
干
の
総
括

Ｖ
　
『
政
治
算
術
別
論
』
・
『
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
論
』
段
階
－
第

　
皿
期
ー
の
経
済
理
論

稲
　
　
村

勲

　
　
一
　
一
六
八
○
年
代
の
課
題

　
い
よ
い
よ
わ
れ
わ
れ
は
、
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
展
開
過
程
の
最
後
の

時
期
の
検
討
を
な
す
段
階
に
、
到
達
し
た
。

　
彼
は
、
く
し
く
も
名
誉
革
命
の
前
夜
、
ニ
ハ
八
七
年
十
二
月
十
六
目
、

ロ
ソ
ド
ソ
の
ピ
ヵ
デ
リ
ー
に
あ
る
自
宅
で
、
そ
の
生
涯
を
と
じ
た
の
で

あ
る
。

　
一
六
七
〇
年
代
ま
で
に
到
達
し
た
理
論
内
容
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
彼

は
一
体
い
か
た
る
理
論
展
開
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
こ
の
時
期
－
最
后
の
段
階
ー
に
お
け
る
彼
の
経

済
諸
論
文
、
草
稿
を
年
代
的
・
内
容
的
に
整
理
す
る
こ
と
に
■
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
論
理
的
１
－
方
法
的
関
係
を
推
定
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
彼
の
主
要
と
思
わ
れ
る
経
済
諸
論



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

文
、
草
稿
は
、
そ
れ
を
年
代
順
に
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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Ｈ
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８
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＆
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．
Ｈ
Ｏ
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◎
Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｏ
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．
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Ｎ
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＠
ト
箏
竃
豪
¢
◎
｝
Ｈ
８
Ｈ
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．
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ｑ
Ｏ
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◎
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◎
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Ｈ
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そ
こ
で
今
、
こ
れ
ら
の
諸
論
稿
を
内
容
的
に
整
理
し
、
そ
こ
か
ら
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
　
（
七
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
靖
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

皿
期
の
理
論
展
開
の
流
れ
を
代
表
的
に
。
提
示
し
て
い
る
も
の
を
抽
出
し

て
み
る
と
、
の
ニ
ハ
八
一
年
の
「
政
治
算
術
別
論
」
↓
◎
ニ
ハ
八
二
年

の
「
貨
幣
小
論
」
↓
◎
一
六
八
七
年
の
「
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
論
」
の
三
論

　
　
　
（
２
）

文
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
は
、
第
皿
期
－
一
六
八
○
年
代
ー
に
お
げ
る
ペ

テ
ィ
自
身
の
理
論
展
開
を
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
。
０
Ｄ
ニ
ハ
七
〇
年
代

に
到
達
し
た
新
し
い
原
理
抽
出
の
方
向
を
う
げ
て
、
の
で
の
「
成
長
」

概
念
を
集
約
的
概
念
と
し
て
の
一
国
繁
栄
の
た
め
の
根
拠
の
抽
出
。
↓

の
の
で
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
の
、
貨
幣
機
能
、
貨
幣
と
富
の
関
係
の

新
し
い
規
定
深
化
。
↓
に
幻
の
◎
で
の
根
拠
分
析
か
ら
の
「
政
治
算
術
」

１
１
方
法
に
よ
る
杜
会
分
析
の
つ
み
か
さ
ね
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
集
約
的

成
果
と
し
て
の
◎
に
お
け
る
英
国
繁
栄
の
基
本
的
政
策
提
案
↓
一
国
繁

栄
の
具
体
的
構
想
。

　
ペ
テ
ィ
自
身
の
一
六
八
○
年
の
理
論
展
開
の
基
本
線
が
こ
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
推
定
し
う
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
こ
の
段
階
に
お
け
る
理
論

的
中
心
課
題
は
、
次
の
点
に
あ
っ
た
と
推
測
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
の
一
六
七
〇
年
代
を
通
し
て
到
達
し
た
「
原
理
転
回
」

の
方
向
を
、
新
し
い
原
理
の
根
拠
の
実
証
的
、
理
論
的
分
析
深
化
を
も

っ
て
課
題
継
承
し
、
そ
の
一
定
の
解
答
を
提
出
す
る
こ
と
。
◎
ニ
ハ
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
　
（
七
七
六
）

○
年
代
に
、
お
げ
る
、
重
商
主
義
的
諸
表
象
の
新
し
い
原
理
獲
得
を
目
指

し
て
の
下
向
分
析
・
方
法
と
し
て
の
「
政
治
算
術
」
リ
「
解
剖
」
を
、

新
し
い
原
理
根
拠
と
し
て
再
規
定
さ
れ
た
分
業
視
角
↓
「
成
長
」
論
を

基
軸
と
し
て
の
現
実
分
析
・
方
法
と
し
て
の
「
政
治
算
術
」
へ
と
内
容

的
に
転
回
し
て
ゆ
く
こ
と
。
　
こ
の
よ
う
な
課
題
の
遂
行
を
通
し
て
第

皿
期
－
一
六
八
○
年
代
１
を
ペ
テ
ィ
は
、
彼
の
経
済
理
論
の
新
た
な
出

発
の
根
拠
抽
出
↓
分
析
の
段
階
と
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
理
論
展
開
過
程
、
課
題
に
関
し
て
の
推
定
を
実
証
す
べ

く
具
体
的
検
討
に
入
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ょ
う
。

　
　
（
１
）
　
こ
こ
で
の
整
理
対
象
は
厚
９
◎
ま
ｏ
オ
『
巨
長
。
・
◎
｛
ｏ
っ
－
ｈ
オ
旨
－

　
　
一
彗
．
思
身
（
く
Ｏ
＝
』
．
）
一
皇
０
甲
身
蟹
肩
易
（
き
二
．
Ｈ
Ｈ
．
）
に

　
　
所
収
の
諸
論
稿
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
の
Ｅ
・
Ｗ
と
は
前
者
の
略
で
あ

　
　
　
り
、
オ
◎
・
は
後
者
の
論
稿
の
ナ
ソ
バ
ー
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
２
）
　
こ
こ
に
抽
出
し
た
諸
論
稿
を
、
そ
の
分
析
対
象
別
に
整
理
す
る
と
、

　
　
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
・
－
◎
己
ｓ
Ｉ
望
阻
彗
ｑ
関
係
１
　
、
◎
、
◎
、
＠
、
＠
、
＠
、
＠
、

　
　
　
＠

　
　
　
・
Ｈ
冨
ぼ
邑
関
係
１
　
、
◎
、
◎
、
＠
、
＠
、
＠
、
＠
、
＠
、
＠
、
ゆ

　
　
　
・
く
◎
罵
｝
そ
の
他
　
　
　
、
◎

　
　
　
　
こ
れ
ら
三
分
野
の
七
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
論
文
が
こ
こ
で
と
り
出
し
た
三

　
　
　
論
文
で
も
あ
る
。

●



　
　
二
　
「
政
治
算
術
別
論
」
の
考
察

　
ペ
テ
ィ
は
、
一
六
八
○
年
代
に
お
い
て
、
ロ
ン
ド
ソ
と
ア
イ
ァ
ラ
ソ

ト
の
間
を
四
回
に
わ
た
っ
て
行
き
来
し
て
い
る
。
　
　
＠
：
ハ
八
○
年
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
ア
イ
ァ
ラ
ン
ド
ヘ
。
　
ニ
ハ
八
二
年
六
月
ロ
ソ
ド
ン
ヘ
。

　
一
六
八
三
年
夏
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
ヘ
。
＠
ニ
ハ
八
五
年
初
夏
ロ
ン
ド
ン

ヘ
。

　
ペ
テ
ィ
が
「
政
治
算
術
別
論
」
を
書
き
は
じ
め
た
の
は
、
一
六
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

年
ー
ア
イ
ァ
ラ
ン
ド
に
て
ー
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
執
筆
の
背
景
を
考
え
て
み
る
と
、
ニ
ハ
七
〇
年

代
末
か
ら
一
六
八
○
年
代
初
め
に
１
か
け
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
は
、

ウ
ィ
ッ
グ
的
勢
力
と
ト
ー
リ
ー
的
勢
力
と
の
激
し
い
確
執
に
あ
け
く
れ

た
時
期
で
あ
っ
た
（
ニ
ハ
七
八
年
「
法
王
陰
謀
」
以
来
の
ウ
イ
ッ
グ
的
勢
力
の

伸
張
～
ニ
ハ
八
一
年
三
月
「
ウ
イ
ッ
グ
議
会
」
解
散
～
ト
ー
リ
ー
的
勢
力
の
強

　
　
（
４
）

大
化
～
）
。

　
彼
は
お
そ
ら
く
、
ロ
ソ
ド
ン
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ッ
グ
的
勢
力
の
伸
張

を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
、
ニ
ハ
八
○
年
ア
イ
ァ
ラ
ン
ド
に
帰
り
、
ロ
ン

ド
ソ
を
念
頭
に
し
て
書
い
た
の
が
「
政
治
算
術
別
論
」
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
が
「
政
治
算
術
別
論
」
を
書
い
て
い
た
時
、

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

彼
の
頭
の
中
に
は
、
　
「
産
業
植
民
地
」
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
体
験
な

ら
び
に
理
論
的
追
求
内
容
・
成
果
と
ロ
ン
ド
ン
の
未
来
像
が
新
た
な
理

論
像
と
し
て
一
っ
の
方
向
に
統
一
、
構
想
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
論
的
背
景
を
直
接
的
契
機
と
し
て
の
、
そ
の
構
想
内

容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
「
政
治
算
術

別
論
」
の
内
容
検
討
に
、
入
っ
て
ゆ
こ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
が
ま
ず
注
目
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
論
文
の
表
題
に
お

け
る
Ｏ
◎
暮
睾
巨
目
胴
豪
¢
Ｏ
ミ
§
§
◎
｛
亭
¢
９
ｑ
◎
ｈ
－
ｏ
目
ｑ
ｏ
■
と
い

う
提
示
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
　
「
政
治
算
術
」
の
内
容
を
集
約
す
る

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

概
念
と
し
て
「
成
長
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
て
い
る
。
少
く
と
も
、

一
六
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
　
「
成
長
」
と
い
う
概
念
が
、
彼
の
「
政

治
算
術
」
の
成
果
を
集
約
す
る
概
念
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
彼
が
、
こ
の
「
成
長
」
と
い
う
概
念
で
い
か
な
る
内

容
を
現
わ
そ
う
と
し
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
政
治
算
術

別
論
」
で
、
彼
が
明
ら
か
に
し
よ
う
し
た
基
本
的
内
容
は
解
き
う
る
と

い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
「
政
治
算
術
別
論
」
の
分
析
過
程
は
、
基
本
的
に
は
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
　
（
七
七
七
）
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の
分
析
段
階
か
ら
な
っ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
第
一
段
階
１
１
「
成
長
」

の
「
尺
度
」
・
「
周
期
」
の
分
析
、
第
二
段
階
１
１
「
成
長
」
の
「
原
因
」
．

「
結
果
」
の
分
析
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
第
一
段
階
の
内
容
の
検
討
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

　
彼
は
ま
ず
、
「
ロ
ソ
ド
ソ
市
の
成
長
に
よ
っ
て
何
が
意
味
さ
れ
る
か
」

と
い
う
問
を
設
定
し
、
そ
の
解
答
と
し
て
、
こ
の
市
の
「
成
長
の
尺
度

を
し
め
す
。
　
　
¢
土
地
面
積
、
◎
家
屋
数
、
　
家
屋
の
立
体
容
積
、

＠
床
面
積
、
　
家
屋
建
築
に
よ
う
す
る
労
働
目
数
・
費
用
、
＠
家
屋
の

賃
料
・
価
値
、
の
住
民
数
、
こ
の
よ
う
た
七
つ
の
「
成
長
の
尺
度
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

記
し
た
上
で
、
集
約
的
に
は
「
住
民
数
」
の
変
動
に
よ
っ
て
「
成
長
」

は
尺
度
し
う
る
と
す
る
。

　
そ
し
て
彼
は
次
に
、
　
ロ
ソ
ド
ソ
と
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
（
ウ
ェ
ル
ズ
含
む
）

と
の
現
在
の
人
口
を
調
べ
る
。
前
者
は
、
約
六
七
万
人
、
後
者
は
約
七

四
〇
万
人
、
従
っ
て
、
ロ
ソ
ド
ソ
の
人
口
は
全
体
の
約
十
一
分
の
一
と

い
う
こ
と
に
な
る
、
と
。

　
彼
は
こ
の
よ
う
な
整
理
に
よ
っ
て
、
ロ
ソ
ド
ソ
が
大
都
市
で
あ
る
こ

と
、
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
、
現
実
の
人
口
比
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
ベ
テ
ィ
の
、
成
長
の
尺
度
と
し
て
の
人
口
数
の
評
価
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
　
（
七
七
八
）

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
よ
う
な
一
定
の
時
点
で
の
分
析
に
１
と
ど
ま
ら
な
い
。
彼
は
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

人
口
と
「
成
長
」
の
関
係
を
動
態
的
に
問
題
に
す
る
。
す
な
わ
ち
「
成

長
」
の
「
周
期
」
と
し
て
の
人
口
の
変
動
的
評
価
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
彼
は
、
ロ
ン
ド
ソ
の
人
口
が
二
倍
に
な
る
年
数
を
、
最
近
約
八
十
年

（
ニ
ハ
〇
四
～
ニ
ハ
八
二
）
の
ロ
ソ
ド
ン
に
お
げ
る
死
亡
者
数
の
推
移
か

ら
、
実
証
的
に
分
析
し
、
そ
れ
を
「
四
十
年
」
と
し
て
算
出
す
る
（
｝

尋
．
『
Ｐ
畠
り
ー
以
下
べ
ー
ジ
の
み
記
す
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
し
、
イ

ソ
グ
ラ
ソ
ド
全
体
の
コ
一
倍
」
に
た
る
年
数
を
三
六
〇
年
と
し
て
推
算

す
る
。
（
り
」
８
）

　
そ
し
て
ペ
テ
ィ
は
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
人
口
増
大
周
期
か
ら
、
ロ

ン
ド
ソ
と
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
全
体
と
の
今
後
の
人
口
の
増
大
を
推
算
す
る
。

す
な
な
わ
ち
、
一
八
四
二
年
（
ニ
ハ
○
年
後
）
に
は
、
今
の
周
期
か
ら
単

純
計
算
を
す
れ
ぱ
、
前
者
は
、
約
一
〇
七
〇
万
人
、
後
者
は
約
一
〇
九

〇
万
人
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
も
は
や
ロ

ン
ド
ソ
は
飽
和
状
態
と
た
っ
て
お
り
、
　
「
成
長
が
停
止
」
し
た
状
態
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
ロ
ソ
ド
ソ
以
外
の

地
方
へ
の
人
口
－
仕
事
の
拡
大
を
「
必
然
化
」
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
。
（
ｐ
ト
８
ム
窪
）

　
こ
の
よ
う
な
分
析
に
つ
づ
げ
て
ベ
テ
ィ
は
、
さ
ら
に
「
時
代
」
に
よ



る
「
周
期
」
の
相
違
を
も
主
張
す
る
。
（
時
代
に
ょ
つ
て
、
そ
の
周
期
は
一

〇
年
か
ら
二
一
つ
○
年
ま
で
相
違
す
る
）
（
？
§
ｍ
、
畠
・
。
）

　
よ
う
す
る
に
ペ
テ
イ
が
こ
こ
ま
で
の
分
析
で
示
し
た
こ
と
は
次
の
点

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
¢
繁
栄
し
て
い
る
都
市
と
は
「
人
口
」
が
多

い
都
市
で
あ
る
こ
と
。
す
た
わ
ち
「
成
長
」
Ｈ
人
口
増
。
　
さ
ら
に
動

態
的
に
考
え
る
と
、
人
口
の
増
大
の
「
周
期
」
が
そ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
し
て
設
定
し
う
る
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
周
期
は
、
時
代
と
場
所
に

よ
っ
て
非
常
に
異
な
る
こ
と
。
　
し
か
し
一
六
〇
〇
年
代
の
イ
ソ
グ
ラ

ソ
ド
に
お
い
て
は
、
四
〇
年
（
ロ
ソ
ド
ソ
）
と
三
六
〇
年
（
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド

全
体
）
と
し
て
実
証
的
に
推
算
し
う
る
こ
と
。
＠
そ
こ
で
こ
の
数
字
の

意
味
す
る
も
の
を
分
析
す
る
と
、
一
国
（
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
）
の
「
成
長
」

Ｈ
人
口
増
は
、
の
大
都
市
（
ロ
ソ
ド
ソ
）
の
「
成
長
」
”
人
口
増
を
中
心

に
展
開
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
中
軸
と
し
て
次
に
、
◎
大
都
市

の
人
口
増
の
他
の
地
方
都
市
へ
の
拡
大
、
波
及
の
必
然
化
を
生
み
出
す

と
い
う
順
序
を
も
っ
て
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

　
第
一
段
階
の
分
析
内
容
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

た
彼
の
分
析
は
、
必
然
的
に
、
　
「
成
長
」
１
１
人
口
増
と
し
て
尺
度
し
う

る
と
し
て
・
で
は
何
故
、
大
都
市
に
は
人
口
が
絶
対
数
的
に
も
、
そ
の

　
「
周
期
」
に
お
い
て
も
集
中
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
次
の
間
題
点

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

と
し
て
浮
き
上
が
ら
せ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
れ
へ
の
ベ
テ
イ
の
解
答
が
、

彼
の
第
二
段
階
の
分
析
内
容
Ｈ
「
成
長
」
の
隊
因
．
結
果
分
析
で
あ
る
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
も
第
二
段
階
の
分
析
内
容
の
枚
討
に
入
っ
て
ゆ
く
こ

と
こ
し
ょ
う
。

　
ベ
テ
ィ
は
い
う
。
　
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
尺
度
と
周
期
を
も
っ
て
、

ロ
ソ
ド
ソ
の
成
長
に
つ
い
て
の
べ
て
き
た
。
次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
成
長

の
原
因
と
結
果
に
進
も
う
」
。
（
ｏ
』
８
）

　
彼
は
ま
ず
、
ニ
ハ
四
二
年
か
ら
ニ
ハ
八
二
年
に
い
た
る
時
期
の
、
ロ

ソ
ト
ソ
の
「
成
長
一
人
口
増
の
掠
露
姦
理
す
る
。
　
２

六
四
二
－
ニ
ハ
五
〇
年
、
市
民
革
命
か
ら
の
避
難
。
　
一
六
五
〇
－
一

六
六
〇
・
王
室
の
ロ
ソ
ド
ソ
ヘ
の
移
住
。
　
一
六
六
〇
－
一
六
七
〇
年
、

王
政
復
古
、
＠
ニ
ハ
七
〇
１
一
六
八
○
、
議
会
活
動
。
（
ｏ
．
ト
８
）

　
こ
の
よ
う
な
外
的
原
因
の
整
理
の
上
に
、
彼
は
「
成
長
」
の
構
造
的

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

Ｈ
内
的
原
因
を
解
明
し
て
ゆ
く
。

　
彼
は
こ
れ
を
、
ロ
ソ
ド
ソ
に
対
す
る
二
つ
の
仮
定
的
条
件
を
設
定
す

る
こ
と
に
。
よ
り
、
そ
の
両
者
の
構
造
的
対
比
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て

ゆ
く
。
す
た
わ
ち
彼
は
、
　
「
ロ
ソ
ド
ソ
市
が
現
在
の
七
倍
の
大
き
さ
に

な
っ
て
い
る
場
合
」
と
逆
に
「
片
の
大
き
さ
に
す
ぎ
な
い
場
合
」
と
を
想

定
し
・
ど
ち
ら
の
状
態
が
「
よ
り
便
利
で
、
都
合
が
よ
く
、
快
適
な
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
　
（
七
七
九
）
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活
が
な
し
う
る
か
」
と
い
う
問
を
提
出
す
る
。
そ
し
て
こ
の
比
較
の
構

造
的
基
準
と
し
て
次
の
１
２
点
を
提
示
す
る
。
　
　
¢
外
国
に
た
い
す
る

防
衛
力
に
お
い
て
。
◎
諸
党
派
に
よ
る
国
内
の
動
揺
の
防
止
に
と
っ
て
。

　
宗
教
の
統
一
に
と
っ
て
。
＠
裁
判
を
行
な
う
た
め
に
。
◎
人
民
へ
の

平
等
な
課
税
の
た
め
に
。
＠
外
国
貿
易
に
よ
る
利
得
に
と
っ
て
。
¢
農

業
．
製
造
業
そ
し
て
ま
た
そ
う
し
よ
く
・
ぜ
い
た
く
品
の
技
術
に
と
っ

て
。
＠
運
送
の
労
苦
の
軽
減
の
た
め
に
。
＠
乞
食
と
盗
人
の
防
止
に
と

っ
て
。
＠
有
益
な
学
問
の
発
展
・
普
及
に
と
っ
て
。
◎
子
孫
の
増
大
に

と
っ
て
。
＠
ペ
ス
ト
・
伝
染
病
の
防
止
の
た
め
に
。
（
ｏ
・
ミ
◎
－
ミ
Ｈ
）

　
そ
し
て
こ
れ
ら
１
２
の
基
準
に
お
い
て
、
全
て
ロ
ン
ド
ン
市
が
７
倍
の

大
き
さ
に
な
っ
た
と
き
の
方
が
、
よ
い
か
少
く
と
も
、
悪
く
は
な
ら
な

い
、
と
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
１
２
の
基
準
を
一
つ
一
つ
見
て
ゆ
く
と
、
彼
の
基
準

の
中
で
も
、
最
も
中
心
的
な
基
準
と
、
そ
れ
に
必
然
的
に
付
随
す
る
基

準
と
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
ペ
テ
イ
の
中
心
的
基

準
は
、
¢
の
基
準
、
と
り
わ
け
そ
の
前
半
の
農
業
・
製
造
業
の
点
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
点
を
よ
り
具
体
的
に
検
討
し

て
ゆ
く
こ
と
こ
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
ベ
テ
イ
は
、
¢
の
基
準
か
ら
の
解
明
に
入
る
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
　
（
七
八
○
）

ま
ず
、
＠
の
「
外
国
貿
易
に
よ
る
利
得
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
こ

の
点
は
、
ま
た
ペ
テ
イ
が
こ
の
段
階
で
、
外
国
貿
易
と
国
内
の
農
業
・

製
造
業
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
と
い
う
点
を
示

す
も
の
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
非
常
に
興
味
の
あ
る
点
な
の
で

あ
る
。

　
さ
て
ペ
テ
ィ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
　
　
「
＠
外
国
貿
易
に
よ
っ
て

ど
ち
ら
が
よ
り
多
く
を
利
得
し
う
る
か
。
鉛
や
石
次
や
船
舶
運
送
に
よ

っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
獲
得
し
う
る
利
得
は
、
私
の
見
る
か
ぎ
り
で
・

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

二
つ
の
場
合
と
も
同
じ
で
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
妙
迩
秦
に
よ
っ
て
生

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

み
出
さ
れ
る
利
得
は
、
製
造
業
が
よ
り
大
き
く
、
よ
り
向
上
す
る
に
つ

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
て
、
一
層
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
」
。
（
ｐ
ミ
・
。
）
（
傍
点
筆
者
）

　
こ
の
よ
う
な
彼
の
問
題
の
出
し
方
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
少
く
と
も
彼

が
、
一
都
市
（
一
国
）
の
「
利
得
」
の
増
大
の
中
心
的
基
準
”
源
泉
を

「
外
国
商
業
」
で
は
な
く
て
、
そ
の
都
市
（
国
内
）
の
製
造
業
の
拡
大
に

設
定
し
ょ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
彼
の
い
う
「
製
造
業
」
の
拡
大
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
「
利

得
」
の
増
大
と
は
い
か
な
る
内
容
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
彼
は
つ
つ
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
　
「
な
せ
な
ら
は
、
そ
の
よ

う
に
広
大
な
都
市
に
お
い
て
は
、
諸
製
造
業
は
、
相
互
に
生
み
出
し
合



い
、
ま
た
各
々
の
製
造
業
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
部
分
に
分
割
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
り
各
工
匠
の
仕
事
は
簡
単
か
っ
容
易
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
懐
中
時
計
の
製
造
の
場
合
に
お
い
て
、
も
し
一
人

が
輪
車
を
造
り
、
他
の
一
人
が
ゼ
ン
マ
イ
を
造
り
、
他
の
一
人
が
文
字

板
を
彫
り
、
そ
し
て
も
う
一
人
が
ケ
ー
ス
を
造
る
と
す
れ
ば
、
時
計
は
、

そ
の
全
部
の
仕
事
が
誰
か
一
人
に
課
さ
れ
る
場
合
よ
り
も
一
層
良
く
且

つ
廉
価
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
町
々
や
、
一
つ
の

大
き
な
町
の
街
々
　
　
こ
れ
ら
の
場
所
て
は
す
べ
て
の
住
民
が
殆
ん
と

一
つ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る
　
　
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の

場
所
に
特
有
な
物
品
が
他
の
処
よ
り
も
一
層
良
く
且
つ
一
層
廉
価
に
つ

く
ら
れ
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
製
品
が

一
つ
の
地
域
に
お
い
て
つ
く
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
こ
か
ら
出
航
す
る

全
船
舶
は
、
そ
の
港
が
出
荷
し
う
る
か
ぎ
り
の
種
類
の
積
荷
を
保
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
多
く
の
製
品
が
一
つ
の
地
域

で
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
他
の
場
所
で
船
積
さ
れ
る
場
合
に
は
、
運
賃
、

郵
送
料
、
運
送
税
等
が
そ
の
製
品
の
価
格
を
高
め
、
外
国
商
業
に
よ
る

利
得
を
低
減
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
最
後
に
、

輸
入
さ
れ
た
財
貨
が
、
そ
れ
が
陸
あ
げ
さ
れ
た
港
で
使
わ
れ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
の
他
の
地
域
へ
の
運
賃
が
そ
の
物
品
に
付
加
さ
れ
る
と
い
う

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
．
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

こ
と
が
お
こ
ら
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
財
貨
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

外
国
商
業
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
利
得
へ
と
導
く
こ
と
に
な
る
」
。

　
（
ｐ
仁
お
ム
邊
）

　
こ
こ
で
の
彼
の
展
開
は
、
内
容
的
に
は
、
二
つ
の
内
容
に
基
本
的
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
半
の
部
分
に
お
け
る
、
「
外

国
商
業
」
に
よ
る
「
利
得
」
が
「
同
じ
」
と
い
う
前
提
の
も
と
で
の
・

「
製
造
業
」
の
拡
大
と
「
利
得
」
増
大
の
関
係
の
展
開
と
、
後
半
に
お

け
る
、
前
半
の
展
開
を
ふ
ま
え
て
の
「
外
国
商
業
」
と
「
利
得
」
増
大

の
関
係
の
問
題
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
展
開
の
仕
方
か
ら
い
っ
て

当
然
前
半
に
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
ま
ず
前
半
の
部
分
の
内
容
的
解
明
か

ら
は
じ
め
よ
う
。

　
彼
は
ま
ず
「
利
得
」
増
大
の
基
盤
と
し
て
の
「
製
造
業
」
の
拡
大
内

　
　
　
、
　
　
、

容
を
、
分
業
の
拡
大
．
深
化
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
分

業
を
「
産
業
交
易
」
増
進
の
内
容
と
し
、
国
富
増
大
の
基
盤
と
す
る
視

角
は
、
す
で
に
彼
の
最
初
の
経
済
理
論
展
開
－
ニ
ハ
四
〇
年
代
１
に
お

け
る
基
本
視
角
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
で
、
こ
こ
で
の
彼
の

視
角
が
、
そ
の
出
発
点
－
ニ
ハ
四
〇
年
代
－
で
の
基
本
視
角
の
貫
徹
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
間
題
は
、
継
承
の
上
に
立
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
　
（
七
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
栴
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
そ
の
分
業
論
の
内
容
的
深
化
と
い
う
点
に
，
あ
る
と
し
な
げ
れ
ば
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

な
い
。
す
な
わ
ち
、
¢
彼
は
ま
ず
杜
会
的
分
業
を
都
市
内
分
業
の
深
化

１
１
鈴
朴
仏
と
し
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
、
＠
さ
ら
に
こ
の
よ
う
た
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

内
（
杜
会
的
）
分
業
の
深
化
Ｈ
集
中
化
の
も
と
で
、
そ
の
分
業
は
工
場

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

内
分
業
の
深
化
拡
大
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
。

　
よ
う
す
る
に
。
彼
は
、
〈
工
場
内
分
業
の
拡
大
↓
都
市
内
（
杜
会
的
）

分
業
の
深
化
Ｈ
集
中
化
Ｖ
と
し
て
拡
大
し
て
ゆ
く
分
業
構
造
Ｈ
生
産
力

体
系
を
も
っ
て
「
製
造
業
」
の
拡
大
の
内
容
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
一
六
四
〇
年
代
以
来
の
彼
の
経
済
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

論
展
開
を
貫
ぬ
い
て
き
た
分
業
視
角
が
、
杜
会
的
分
業
か
ら
工
場
内
分

茶
～
ど
終
仏
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
杜
会
的
分
業
の
「
製
造
業
」
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

軸
と
し
た
都
市
へ
の
集
中
化
Ｈ
深
化
視
角
へ
と
深
め
ら
れ
て
き
て
し
る

の
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
　
「
製
造
業
」
拡
大
の
内
容
が
、
こ
の
よ
う
た
分
業
内
容
と
し

て
観
定
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
次
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
基
盤
が
「
利
得
」
増
大
へ
帰
結
し
て
ゆ
く
関
係
の
問
題
で
あ

る
。

　
こ
の
問
題
の
鍵
は
、
「
製
造
業
」
の
拡
大
ｎ
分
業
の
展
開
が
、
諸
「
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

品
Ｏ
◎
旨
冒
◎
２
ｑ
」
を
「
一
層
良
質
で
か
つ
一
層
安
価
」
に
つ
く
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
　
（
七
八
二
）

と
を
可
能
に
１
す
る
、
と
い
う
観
定
に
あ
る
。

　
こ
の
規
定
か
ら
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
が
こ
の
「
物
品
」
を
「
一
層

良
質
」
と
い
う
使
用
価
値
的
次
元
で
の
観
定
と
、
　
「
一
層
安
価
」
と
い

う
交
換
価
値
的
次
元
で
の
規
定
と
い
う
二
側
面
か
ら
観
定
し
て
い
る
こ

と
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
　
「
製
造
業
」
で
の
成
果

と
し
て
の
諸
「
物
品
」
を
商
品
と
し
て
内
容
的
実
賀
的
に
規
定
把
握
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
次
に
１
こ
の
場
合
の
「
安
価
」
と
い
う
規
定
を
考
え
て
み
よ
う
。

そ
れ
は
く
工
勢
朴
か
秦
↓
杜
会
的
分
業
Ｖ
拡
大
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

に
よ
り
、
そ
の
製
品
Ｈ
商
品
は
、
一
層
「
安
価
」
に
た
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
場
合
の
「
安
価
」
と
い
う
観
定
の
背
後

に
は
、
当
然
、
か
駄
胚
値
説
（
古
典
派
的
）
的
視
角
が
前
提
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
六
四
〇
年
代
に
そ
の
萌
芽
を
み
い

出
し
・
一
六
六
〇
年
代
ー
と
り
わ
け
『
租
税
貢
納
論
』
ー
に
お
い
て
労

働
Ｈ
土
地
価
値
説
的
原
理
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
が
、
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
と
り
わ
げ
「
製
造
業
」
に
お
け
る
工
場
内
分
業
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
古
典
派
的
労
働
価
値
説
を
構
想
し
う
る
地
点
に
ま
で
内
容
的

に
到
達
し
て
き
て
い
る
と
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
一
六
四
〇
年
代
に
お
け
る
生
産
過
程
Ｈ



労
働
過
程
と
い
う
幌
角
が
、
継
承
さ
れ
っ
っ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
労
働
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

程
．
価
値
彩
成
過
程
と
い
う
二
重
規
定
と
し
て
内
容
的
に
。
は
構
想
し
う

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
と
こ
ろ
ま
で
深
化
Ｈ
到
達
し
て
き
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
さ
て
、
　
「
利
得
」
な
ら
び
に
そ
の
増
大
の
源
泉
が
、
良
質
で
、
安
価

な
商
品
を
生
産
す
る
生
産
過
程
に
設
定
さ
れ
る
と
し
て
、
で
は
、
良
質

で
、
安
価
な
商
品
の
増
大
↓
「
利
得
」
の
増
大
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
で
ま
ず
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
関
係
の
成
立
す
る
場
所
に

関
し
て
、
そ
れ
が
外
国
商
業
Ｈ
外
国
市
場
を
捨
象
し
た
上
で
の
展
開
で

あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
国
内
市
場
が
そ
の
成
立
の
場
所
で
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
ニ
ハ
七
〇
年
代
の
検
討
に
お
い
て
、

ペ
テ
ィ
が
、
農
業
↓
子
工
業
へ
の
杜
会
的
分
業
の
拡
大
、
そ
れ
に
と
も

な
う
都
市
に
お
げ
る
人
民
の
増
大
、
消
費
増
大
（
単
位
量
、
絶
対
量
）

と
い
う
点
か
ら
「
余
剰
利
得
」
の
増
大
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
、
明

　
　
　
　
（
６
）

ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
今
、
こ
の
よ
う
な
一
六
七
〇
年
代
の
彼
の
展
開

を
ふ
ま
え
て
、
こ
こ
で
の
「
良
質
で
」
　
「
安
価
な
」
商
品
増
大
↓
「
利

得
」
増
大
と
い
う
過
程
を
考
え
る
な
ら
ぼ
、
こ
の
過
程
は
、
「
製
造
業
」

拡
大
↓
良
質
で
安
価
な
商
品
増
大
↓
都
市
内
（
国
内
）
市
場
に
お
け
る

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

人
民
増
・
消
費
増
大
↓
「
利
得
」
増
大
と
し
て
内
容
把
握
す
る
こ
と
が

出
来
よ
う
。

　
さ
て
、
　
「
利
得
」
の
増
大
が
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
通
し
て
実
現
さ

れ
る
と
し
て
、
今
、
実
現
さ
れ
た
「
利
得
」
の
側
か
ら
全
体
の
過
程
を

み
て
み
る
と
、
こ
の
「
利
得
」
増
大
は
、
絶
え
ざ
る
「
製
造
業
」
の
拡

大
１
１
生
産
力
体
系
の
拡
大
・
深
化
Ｈ
を
そ
の
基
本
的
基
盤
と
し
て
の
み

成
立
し
う
る
と
い
う
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実

現
さ
れ
た
「
利
得
」
は
、
基
本
的
性
格
と
し
て
、
再
び
「
製
造
業
」
を

拡
大
す
る
条
件
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
ベ
テ
ィ
は
、
こ
の
場
合
の
「
製
造
業
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

が
工
場
内
分
業
を
内
容
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
杜
会
的
分
業
の
深
化
に

関
わ
る
も
の
と
し
て
内
容
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
利
得
」
は
基
本
的
に
。
は
、
工
場
内
分
業
に
従
事
す
る
「
工
匠
」
”
賃

金
労
働
者
的
生
産
主
体
と
し
て
の
人
民
を
「
製
造
業
」
に
組
み
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
自
己
を
「
製
造
業
」
の
拡
大
に
関
係
づ
け
る
こ
と
に
な
る

と
把
握
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
「
利
得
」
増
大
は
、
蓄
積
１
１
拡

大
再
生
産
的
視
角
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
、
内
容
的
に
把
握
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
こ
の
過
程
は
成
立
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
。
な
る
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
ベ
テ
ィ
が
こ
こ
で
従
来
使
用
し
て
き
た
「
賃
料
」
と
い
う
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
　
（
七
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
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十
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巻
・
第
六
号
）

を
使
用
せ
ず
「
利
得
」
と
い
う
規
定
を
使
用
し
た
こ
と
に
１
は
こ
こ
で
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

べ
た
よ
う
な
内
容
的
転
回
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
き
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
ニ
ハ

七
〇
年
代
の
検
討
に
お
い
て
結
論
と
し
て
抽
出
し
た
「
余
剰
利
得
」
概

念
の
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積
的
な
も
の
と
し
て
の
内
容
的
再
構
成
１
－
原
理
転

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

回
の
方
向
が
、
新
た
た
分
業
↓
労
働
価
値
説
的
視
角
の
上
に
。
内
容
的
に

実
現
さ
れ
て
き
て
い
る
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。

　
以
上
が
、
前
半
の
内
容
的
検
討
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
「
製
造
業
」

拡
大
↓
「
利
得
」
増
大
の
ペ
テ
ィ
的
内
容
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
前
半
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
の
後
半
の
内

容
１
－
外
国
商
業
と
「
利
得
」
増
大
の
関
係
１
ー
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ

う
。　

ペ
テ
ィ
の
こ
の
点
に
１
関
す
る
基
本
的
内
容
は
、
分
業
の
深
化
１
１
集
中

化
し
た
都
市
に
お
け
る
良
質
で
安
価
た
商
品
の
増
大
を
前
提
と
し
、
そ

れ
が
外
国
商
業
の
「
利
得
」
増
大
に
い
か
に
か
か
わ
る
か
、
と
い
う
問

題
で
あ
る
。

　
彼
は
、
三
つ
の
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
　
　
○
り
分
業
の
集
中
１
－
深

化
し
た
都
市
即
輸
出
港
で
あ
る
場
合
、
閉
「
製
造
業
」
に
よ
る
生
産
都

市
と
輸
出
港
が
異
な
る
場
合
、
岬
○
ｏ
の
場
合
の
輸
入
か
ら
の
設
定
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
　
（
七
八
四
）

た
が
っ
て
こ
の
三
つ
の
場
合
の
想
定
は
、
岬
は
ｏ
り
の
条
件
と
同
一
の
場

合
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
○
り
と
似
の
場
合
を
検
討
し
て
ゆ
け
ぱ
よ
い
。

　
彼
は
○
ｏ
の
場
合
が
「
利
得
」
を
増
大
せ
し
め
、
吻
の
場
合
が
そ
れ
を

減
少
せ
し
め
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
原
因
を
彼
は
、
せ
っ
か
く

っ
く
っ
た
良
質
で
安
価
な
商
品
に
、
似
の
場
合
は
「
運
賃
」
等
々
が
付

加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
分
だ
げ
「
利
得
」
が
減
少
す
る
と
い
う

点
に
も
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
と
す
れ
ば
、
外
国
商
業
に
お
け
る
「
利
得
」
増
大
の
鍵
は
、
国
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
「
製
造
業
」
の
拡
大
↓
利
得
増
大
構
造
を
根
拠
と
し
て
の
、
良
質
で

、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

安
価
な
商
品
、
と
い
う
点
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
か
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

り
で
、
彼
の
外
国
商
業
１
１
外
国
貿
易
へ
の
視
角
は
、
国
内
生
産
力
体
系

、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

を
根
拠
と
し
た
自
由
貿
易
的
な
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
ニ
ハ
七
〇
年
代
の
推
測
的
結
論
　
　
自
由
貿
易
視
角
か
ら
の
外

国
貿
易
の
構
想
　
　
は
、
一
六
七
〇
年
代
出
発
点
で
よ
り
内
容
的
に
ー
明

確
化
さ
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
外
国
商

業
１
１
外
国
貿
易
へ
の
視
角
を
保
持
し
て
い
た
が
故
に
、
こ
の
部
分
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

明
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
＠
外
国
商
業
に
お
け
る
利
得
が
同
じ
で
あ
る

と
し
て
も
、
と
い
う
前
提
が
設
定
し
え
た
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。



　
以
上
を
も
っ
て
、

　
　
力

　
　
衛
争

　
　
防
闘

　
　
ｍ
派
　
　
　
　
化

　
　
　
党
　
一
業
理

　
　
等
四
統
商
合

　
　
平
↑
１
教
－
国
　
の

　
　
の
判
宗
外
／
送

　
　
税
裁
側
働
運

　
　
旧
は
　
　
　
　
　
働
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

」
長
介
　
　
　
　
　
　
　
　
大

成
　
　
　
　
止
　
　
拡

「
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
病
　
　
　
業

　
　
　
　
剤
染
止
造

　
　
　
　
教
伝
防
艘

　
　
　
　
業
．
食
け

　
　
　
　
職
ト
吃
＼

　
　
剃
↑
マ
嶋

　
　
孫
育
＼
Ｇ
ａ

増
斤
＼
傲

工
＼
Ｇ
む
－

人
ま
ず
明
ら
か
な
こ
と
は
、

「
製
造
業
」

後
半
の
検
討
を
終
え
る
。

業分的会杜業分的内場工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
人
民
」

　
　
　
　
　
の
拡
大
の
主
体
的
担
い
手
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
す
で
に
検
討
し
て
き
た
「
製
造
業
」
Ｈ
生
産

過
程
の
性
格
か
ら
し
て
、
こ
の
主
体
は
、
単
な
る
物
質
的
富
の
生
産
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

体
で
は
な
く
、
　
「
利
得
」
を
生
み
出
す
商
品
の
生
産
主
体
□
一
六
八
○

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
の
径
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

　
こ
れ
が
、
都
市
の
「
成
長
」
の
原

因
”
結
果
の
中
心
的
内
容
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
以
上
の
検
討
を
ふ
ま

え
て
「
成
長
」
と
い
う
概
念
を
明
ら

か
に
し
て
ゆ
こ
う
。

　
さ
て
、
ペ
テ
ィ
は
、
す
で
に
み
た

よ
う
に
「
成
長
」
の
基
本
的
尺
度
を

「
人
民
」
数
に
設
定
し
て
い
る
。
そ

こ
で
こ
れ
ま
で
の
「
成
長
」
の
基
本

的
原
因
Ｈ
「
製
造
業
」
の
拡
大
↓
「
利

得
」
増
大
１
１
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の

「
人
民
」
１
１
尺
度
の
成
立
根
拠
を
考

え
て
み
よ
う
。

　
は
単
な
る
数
の
間
題
で
は
な
く
、

　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

年
代
ペ
テ
ィ
の
生
産
的
労
働
者
Ｈ
で
あ
る
と
し
た
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
だ
と
す
れ
ば
、
「
人
民
」
が
尺
度
た
り
え
て
い
る
の
は
、
「
人
民
」
が

基
本
的
に
、
人
民
１
１
生
産
的
労
働
者
↓
「
製
造
業
」
の
拡
大
の
尺
度
、

と
い
う
関
係
を
背
後
に
持
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
「
人
民
」
数
“
「
製
造
業
」
の
拡
大
度
、
し
た
が
っ
て
「
利
得
」
増

大
構
造
の
進
展
度
、
こ
れ
が
「
人
民
」
と
い
う
基
本
尺
度
が
内
に
も
っ

て
い
た
意
味
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
　
「
成
長
」
の
尺
度
の
検
討
の
際
に
み
て
お

い
た
、
一
国
の
「
成
長
」
”
人
口
増
の
あ
り
か
た
（
拡
大
順
序
）

大
都
市
↓
地
方
都
市
－
の
問
題
を
考
え
直
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、

内
容
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
の
尺
度
１
－
表
現
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
一
国
の
分
業
体
系
＾
生
産
力
体
系
は
、
大
都
市
で
の
工
場

内
分
業
↓
都
市
内
分
業
の
深
化
Ｈ
集
中
化
を
中
軸
と
し
、
大
都
市
で
の

分
業
の
拡
大
を
支
え
る
か
た
ち
で
地
方
都
市
へ
の
分
業
の
波
及
が
お
こ

な
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
拡
大
・
深
化
し
て
ゆ
く
し
、
ま
た
ゆ
か

な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
こ
と
の
表
現
１
－
尺
度
で
あ
っ
た
、
と
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
き
、
も
は
や
「
成
長
」
と
い
う
概
念
の
内

容
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
　
（
七
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

　
ペ
テ
ィ
に
お
げ
る
「
成
長
」
と
は
、
　
「
製
造
業
」
の
拡
大
（
１
１
生
産

力
体
系
の
拡
大
）
↓
蓄
積
１
－
拡
大
再
生
産
的
に
把
握
さ
れ
た
「
利
得
」

の
増
大
、
と
い
う
コ
ー
ス
に
一
国
繁
栄
の
基
本
線
を
設
定
す
る
こ
と
を

集
約
し
た
概
念
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
こ
の
コ
ー
ス
こ
そ
、
彼
の
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
経
済
理
論
展
開
　
　
一
六
四
〇
年
代
　
　
に
お
い
て
構
想
さ
れ
た
コ

い
恥
”
産
業
交
易
の
分
業
拡
大
に
よ
る
増
進
↓
国
富
増
進
１
ー
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

重
商
主
義
的
側
面
を
止
揚
し
て
到
達
１
１
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
が
「
政
治
算
術
別
論
」
の
基
本
的
内
容
の
解
明
で
あ
る
。
　
「
政

治
算
術
別
論
」
は
、
ま
さ
し
く
ペ
テ
ィ
の
一
六
八
○
年
代
の
展
開
の
原

理
的
視
角
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
そ

の
こ
と
は
、
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
重
商
主
義
的
現
象
の
下
向
的
分
析

を
通
し
て
次
第
に
内
容
化
し
て
き
て
い
た
一
六
四
〇
年
代
出
発
点
に
お

け
る
問
題
視
角
が
、
積
極
的
原
理
と
し
て
前
面
に
登
場
す
る
地
点
に
ま

で
到
達
１
１
実
毘
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
ペ
テ
ィ
は
、
次
に
こ
の
よ
う
た
原
理
的
視
角
を
ふ
ま
え
て
、

　
「
貨
幣
」
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
次
に
「
貨
幣
小
論
」
の
検
討
に
進
も
う
。

　
　
（
３
）
　
ペ
テ
ィ
は
、
ニ
ハ
八
一
年
に
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
に
お
い
て
、
基
本
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
　
（
七
八
六
）

構
想
を
つ
く
り
あ
げ
、
す
で
に
か
た
り
の
部
分
を
執
筆
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
ロ
ソ
ド
ソ
に
い
っ
て
か
ら
若
干
の
部
分
的
補
足
、
修
正
を

行
っ
た
上
で
、
出
版
に
か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
射
・
ｃ
ｏ
◎
亘
亭
ミ
警
　
へ
の

手
紙
－
ニ
ハ
八
一
年
九
月
二
〇
日
付
－
（
向
・
奉
・
目
も
・
ト
３
）
参
照
。

（
４
）
松
川
七
郎
氏
の
「
ベ
テ
イ
の
「
貨
幣
小
論
」
」
（
『
経
済
学
の
諸
問
題
』

　
所
収
）
あ
と
が
き
参
照
。

（
５
）
　
マ
ル
ク
ス
が
ベ
テ
ィ
を
古
典
派
の
出
発
点
阯
創
始
者
と
し
て
評
価
す

　
る
最
大
・
最
終
の
根
拠
が
こ
の
部
分
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
マ
ル
ク
ス
の
ペ
テ
ィ
評
価
は
、
こ
の
部
分
を
根
拠
と
し
て
の
評
価
か
ら
始

　
ま
り
（
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
↓
『
経
済
学
批
判
』
）
、
こ
の
段
階
の
評
価
に
返

　
る
（
反
デ
ュ
ー
リ
ソ
グ
論
）
か
た
ち
で
終
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

（
６
）
　
拙
稿
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
イ
の
経
済
理
論
」
（
下
の
一
）
『
立
命
館

　
経
済
学
』
（
第
二
十
一
巻
第
一
号
）
参
照
。

（
７
）
　
こ
こ
で
の
「
利
得
９
巨
」
は
、
　
ニ
ハ
七
〇
年
代
ま
で
よ
く
登
場
し

　
て
く
る
「
賃
料
忍
ま
」
と
関
係
す
る
規
定
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
思

　
わ
れ
る
。
私
は
こ
こ
で
の
「
利
得
」
は
内
容
的
に
は
「
製
造
業
」
を
軸
と

　
し
て
規
定
さ
れ
た
と
き
の
「
賃
料
」
に
あ
た
る
規
定
で
は
な
い
か
と
考
え

　
る
・
　
〈
寄
暮
ｌ
Ｃ
０
毫
胃
巨
ｑ
９
－
８
〉
か
ら
〈
○
Ｐ
ぎ
ー
Ｃ
０
毛
胃
巨
Ｒ
９
｝
昌
〉

　
の
転
回
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

　
私
の
経
済
学
史
学
会
第
三
六
回
大
会
報
告
レ
ジ
ュ
メ
「
ウ
イ
リ
ア
ム
．
ベ

　
テ
ィ
の
経
済
理
論
」
参
照
。

三
　
「
貨
幣
小
論
」

「
貨
幣
小
論
」
は
、

の
考
察

ウ
イ
ッ
グ
的
勢
力
の
領
袖
の
一
人
で
あ
っ
た
、



ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
候
に
献
呈
さ
る
べ
く
、
彼
が
ニ
ハ
八
二
年
の
六
月
に

ロ
ソ
ド
ソ
に
渡
っ
た
直
後
、
八
月
～
九
月
頃
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
も
の

　
　
　
　
（
８
）

と
推
定
さ
れ
る
。

　
「
貨
幣
小
論
」
の
直
接
的
・
時
論
的
課
題
は
、
金
銀
地
金
の
自
由
輸

出
制
度
（
ニ
ハ
六
三
年
以
降
）
、
自
由
鋳
造
制
度
（
ニ
ハ
六
六
年
以
降
）
の
中
で

の
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
貨
幣
制
度
の
混
乱
に
た
い
す
る
一
つ
の
提
言
と
い

う
点
に
、
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
規
の
整
一
な
縁
刻
貨
幣
と
不
整
一
な
、

磨
損
し
た
鎚
刻
貨
幣
と
の
同
時
的
流
通
か
ら
く
る
混
乱
を
と
り
あ
げ
、

そ
れ
に
た
い
す
る
一
定
の
解
答
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
貨
幣
制
度
そ
の
も
の
に
た
い
す
る

時
論
的
側
面
か
ら
の
検
討
は
捨
象
し
、
す
で
に
み
た
「
政
治
算
術
別
論
」

で
の
原
理
的
視
角
と
の
関
連
で
、
ベ
テ
ィ
の
こ
の
段
階
に
お
け
る
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

把
握
の
基
本
線
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
規
定
１
　
　
「
金
や
銀
か
ら
つ
く
ら
れ
る
貨
幣
は
、
商
業
の
最
良
の

定
規
」
（
甲
オ
』
台
お
り
）

　
規
定
１
　
　
「
現
実
に
。
貨
し
つ
け
ら
れ
た
額
に
し
た
が
っ
て
、
す
べ

て
が
旧
債
務
の
支
払
に
適
す
る
も
の
」
（
Ｐ
忘
Ｏ
）

　
規
定
皿
　
　
「
産
業
交
易
の
定
規
や
尺
度
」
（
勺
忘
ト
）

　
規
定
ｗ
　
　
二
国
の
貨
幣
が
す
く
な
け
れ
は
す
く
な
い
ほ
と
、
そ

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

の
国
は
ま
す
ま
す
貧
乏
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
　
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
も
裕
福
な
人
た
ち
が
そ
の
手
も
と
に

ほ
と
ん
ど
ま
た
は
ま
っ
た
く
貨
幣
を
も
た
ず
、
こ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
の
物

品
に
ふ
り
か
え
て
回
転
さ
せ
、
大
利
潤
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
。
、
多
数

の
個
人
の
結
合
体
に
ほ
か
な
ら
ぬ
全
国
民
も
ま
た
、
同
じ
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
」
。
（
勺
・
産
０
）

　
規
定
Ｖ
　
　
　
「
あ
る
国
民
、
た
と
え
は
イ
ソ
ク
ラ
ン
ト
か
、
貨
幣
を

も
ち
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
あ
り
う
る
。

個
々
の
商
人
が
そ
の
手
も
と
に
１
貨
幣
を
も
ち
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
う
る

の
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
私
は
、
鋳
造
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る

の
で
あ
る
」
。
（
Ｐ
長
０
）

　
規
定
１
、
皿
を
み
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ペ
テ
ィ
が
価
値
尺
度
・

交
換
手
段
を
、
貨
幣
の
基
本
機
能
と
し
て
観
定
し
て
い
る
こ
と
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
さ
ら
に
彼
は
、
改
鋳
さ
れ
た
貨
幣
が
貿
易

に
あ
た
え
る
問
題
と
い
う
こ
と
を
設
定
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
決
し
て

そ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
損
害
に
も
貧
困
に
も
み
ち
び
き
は
し
な
い

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
が
こ
の
よ
う
に
い
う
と
き
、
彼
は
世
界
市
場

に
お
げ
る
、
金
属
地
金
の
彩
態
で
の
貨
幣
の
機
能
“
世
界
貨
幣
の
機
能

を
こ
こ
で
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
り
・
違
◎
－
Ｐ
置
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
　
（
七
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

　
さ
ら
に
規
定
ー
を
み
る
な
ら
ぱ
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
支
払
手
段
機
能

の
規
定
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
の
段
階
で
の
彼
の
貨
幣
の
諸
機
能
の

設
定
は
、
の
一
六
四
〇
年
代
で
の
尺
度
規
定
以
来
の
積
極
的
規
定
が
整

理
さ
れ
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
◎
さ
ら
に
世
界
貨
幣
と
し
て
の
機
能

規
定
が
、
こ
れ
ら
の
従
来
の
観
定
の
整
理
の
上
に
積
極
的
に
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
と
し
て
ま
ず
把
握
出
来
る
。

　
さ
て
基
本
的
な
諸
機
能
の
規
定
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

次
に
、
貨
幣
と
国
富
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。

　
規
定
Ｖ
，
Ｖ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
、
一
か
げ
ら
の
重
商

主
義
的
１
１
蓄
蔵
的
視
角
も
存
在
し
て
い
な
い
。
ニ
ハ
七
〇
年
代
ま
で
を

通
し
て
次
第
に
克
服
さ
れ
て
き
て
い
た
蓄
蔵
的
視
角
が
、
こ
こ
で
完
全

に
と
り
は
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
背
後
に
「
政
治
算
術
別
論
」
に
お
げ
る
く
製
造
業

の
拡
大
１
１
生
産
力
体
系
拡
大
↓
利
得
増
大
Ｖ
と
い
う
基
本
線
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
　
「
政
治
算
術
別
論
」
と
「
貨
幣
小
論
」
を
一
つ
の
線
の

上
に
置
い
て
み
る
と
、
　
「
政
治
算
術
別
論
」
で
到
達
し
た
原
理
的
視
角

か
ら
の
必
然
的
展
開
と
し
て
、
　
「
貨
幣
小
論
」
で
の
貨
幣
把
握
が
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
　
（
七
八
八
）

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
が
み
て
と
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
な

こ
と
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
「
製
造
業
」
（
分
業
）
↓
国
内
市
場
↓
外
国
貿
易
と
、
価
値
尺
度
↓
流

通
手
段
↓
支
払
手
段
↓
世
界
貨
幣
、
こ
の
線
上
に
構
想
さ
れ
て
ゆ
く
世

界
は
明
ら
か
に
重
商
主
義
的
世
界
を
止
揚
し
た
世
界
で
あ
り
そ
れ
へ
の

第
－
歩
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ニ
ハ
八
一
年
～
ニ
ハ
八
二
年
に
か
け
て
、
こ
の
よ
う
た
内
容
を
提
出

す
る
こ
と
が
出
来
た
ベ
テ
ィ
に
と
っ
て
、
そ
れ
以
後
の
問
題
は
、
こ
の

よ
う
な
視
角
か
ら
、
具
体
的
現
実
を
分
析
し
、
諸
政
策
を
提
出
し
て
ゆ

く
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
事
実
ベ
テ
ィ
は
、
そ
の
後
、
一
六
八
五
年
初
夏
、
ジ
ヱ
ー
ム
ス
ｎ
世

の
即
位
を
き
い
て
再
び
ロ
ソ
ド
ン
ヘ
渡
り
、
一
六
八
六
～
一
六
八
七
年

に
わ
た
っ
て
、
「
政
治
算
術
別
論
」
で
の
「
成
長
」
概
念
に
集
約
さ
れ
る

新
し
い
原
理
的
視
角
を
ふ
ま
え
て
、
ロ
ソ
ド
ソ
と
バ
リ
、
ロ
ー
マ
等
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

比
較
分
析
と
し
て
の
「
政
治
算
術
」
を
提
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ

し
て
わ
れ
わ
れ
が
注
目
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
「
政

治
算
術
」
が
一
見
一
六
七
〇
年
代
の
「
政
治
算
術
」
と
同
様
に
国
家
間

の
「
数
・
重
量
・
尺
度
」
に
よ
る
比
較
分
析
と
共
通
性
を
も
ち
つ
つ
も
、

そ
の
内
容
が
全
く
変
化
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
六
七
〇
年
代



の
「
政
治
算
術
」
が
、
重
商
主
義
的
国
家
問
表
象
か
ら
の
下
向
的
比
較

分
析
に
よ
る
新
し
い
原
理
追
求
過
程
と
し
て
内
容
構
成
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
ニ
ハ
八
六
～
七
年
の
「
政
治
算
術
」
は
、
「
政
治
算
術
別
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

↓
「
貨
幣
小
論
」
で
の
新
し
い
原
理
的
根
拠
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
視
点

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

か
ら
の
国
家
間
比
較
分
析
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
「
政
治
算
術
別
論
」
－
「
貨
幣
小
論
」
で
設
立
し
た
新

し
い
原
理
的
視
角
の
実
証
を
内
意
せ
し
め
た
一
六
八
六
～
七
年
の
一
連

の
「
政
治
算
術
」
を
ふ
ま
え
て
、
彼
は
、
あ
る
い
み
で
一
八
八
○
年
代

に
う
ち
た
て
た
方
向
の
最
も
具
体
的
な
内
容
を
、
直
接
的
に
は
ア
イ
ァ

ラ
ン
ド
の
「
成
長
」
の
た
め
の
政
策
提
言
と
い
う
形
態
を
も
つ
論
文
と

し
て
、
そ
の
死
去
の
直
前
に
書
き
あ
げ
て
い
る
。

　
「
ア
イ
ァ
ラ
ン
ド
論
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ペ
テ
ィ
の

経
済
理
論
展
開
の
最
後
の
ま
と
ま
っ
た
成
果
と
し
て
、
こ
の
論
文
の
検

討
に
入
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
（
８
）
　
「
貨
幣
小
論
」
　
の
Ｏ
』
・
葭
昌
の
ま
え
が
き
（
甲
オ
』
づ
・
お
。
。
）

　
　
参
照
。
　
＞
』
．
く
◎
昌
ｏ
９
§
§
～
ざ
ミ
隼
～
ｏ
ミ
｝
さ
ミ
』
§
§
吻
§
§
一

　
　
　
オ
署
■
◎
ｈ
ぎ
－
８
ｐ
参
照
。

　
　
（
９
）
　
と
り
あ
え
ず
松
川
七
郎
氏
「
ベ
テ
ィ
の
「
貨
幣
小
論
」
」
は
し
が
き
参

　
　
照
。

　
　
（
１
０
）
　
こ
の
代
表
的
論
稿
と
し
て
、
↓
事
◎
穿
。
。
ｐ
壱
巨
～
ｏ
－
三
Ｓ
－
＞
Ｈ
享
－

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

　
　
昌
竺
Ｏ
〆
８
昌
９
己
鳥
「
８
０
ぎ
ぎ
冨
－
長
一
｝
易
呂
巴
。
。
一
◎
｛
ピ
Ｏ
ま
；

　
　
彗
ｑ
霊
ユ
．
（
－
轟
¢
）
一
ヨ
亮
向
。
。
。
つ
９
壱
ヲ
勺
Ｏ
；
８
一
＞
三
一
…
竺
Ｏ
．

　
　
（
－
竃
９
あ
べ
）
が
あ
る
。

　
　
　
前
者
は
、
直
接
的
に
は
当
時
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
、
ロ
ソ
ド

　
　
　
ソ
よ
り
も
バ
リ
が
よ
り
巨
大
で
あ
る
と
い
う
評
価
に
た
い
し
て
、
ペ
テ
ィ

　
　
　
の
原
理
的
視
角
１
１
一
国
の
繁
栄
を
国
内
の
生
産
力
体
系
を
基
盤
と
す
る
利

　
　
得
増
大
の
方
向
と
し
て
基
本
的
に
構
想
す
る
こ
と
１
ー
か
ら
の
反
論
で
あ
る
。

　
　
す
な
わ
ち
そ
れ
は
「
政
治
算
術
別
編
」
以
来
の
原
理
的
根
拠
か
ら
の
現
実

　
　
　
の
実
証
的
比
較
分
析
と
い
う
意
味
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
後
者
は
、
フ
ラ
ソ
ス
で
最
初
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
前
者
に

　
　
対
す
る
反
論
へ
の
再
反
論
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
と
こ
ろ
の
、
ロ
ソ
ド
ソ

　
　
と
パ
リ
、
ロ
ー
マ
、
ヴ
ェ
ニ
ス
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
等
々
と
の
比
較
－
人

　
　
民
数
、
家
屋
－
分
析
で
あ
る
◎
だ
と
す
れ
ぼ
こ
の
問
の
い
く
つ
か
の
「
政

　
　
治
算
術
」
に
関
す
る
論
稿
は
、
単
に
人
口
比
較
等
の
統
計
的
内
容
と
し
て

　
　
把
握
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ベ
テ
ィ
に
と
っ
て
、
一
国
の
「
成
長
」

　
　
の
構
造
的
比
較
分
析
で
あ
り
、
経
済
杜
会
像
の
比
較
分
析
的
抽
出
の
方
法

　
　
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
四
　
「
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
論
」
の
考
察

　
ま
ず
、
ベ
テ
ィ
自
身
の
各
章
に
与
え
て
い
る
内
容
か
ら
、
　
「
ア
イ
ァ

ラ
ン
ド
論
」
全
体
の
構
成
を
み
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

¢
序
文
　
　
　
「
ア
イ
ァ
ラ
ン
ド
論
」
の
直
接
的
目
的
で
あ
る
、
ア
イ

ア
ラ
ソ
ド
か
ら
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
ヘ
の
移
住
政
策
の
基
本
内
容
の
提
示
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
　
（
七
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

　
◎
第
一
章
　
　
移
住
政
策
の
具
体
的
内
容
の
六
項
目
に
わ
げ
て
の
提

示
。　

　
第
二
章
　
　
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
の
「
数
・
重
量
・
尺
度
」
を
用
い
て

の
現
状
分
析
。

　
＠
第
三
章
～
第
八
章
　
　
移
住
政
策
の
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ト
、
イ
ソ
ク
ラ

ソ
ド
全
体
に
も
た
ら
す
結
果
に
つ
い
て
の
検
討
。

　
　
第
九
章
　
　
要
約
整
理
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
は
、
　
「
ア
イ
ァ
ラ

ソ
ド
論
」
と
い
う
そ
れ
自
身
は
政
策
提
言
の
書
に
お
い
て
、
　
「
政
治
算

術
別
論
」
で
提
出
さ
れ
た
視
角
が
、
い
か
に
具
体
的
に
貫
徹
し
、
展
開

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
点
に
焦
点
を
あ

わ
せ
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
さ
て
、
ペ
テ
ィ
の
こ
の
論
稿
の
直
接
的
目
的
が
最
も
基
本
的
に
提
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

さ
れ
て
い
る
の
は
「
序
文
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ

れ
も
、
　
「
序
文
」
の
検
討
を
突
破
口
と
し
よ
う
。

　
彼
は
「
序
文
」
冒
頭
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
政
策
を
提
示
す
る
。

　
¢
現
在
、
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
に
は
二
二
〇
万
人
の
住
民
が
存
在
し
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
万
人
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
。

　
　
残
り
の
三
〇
万
人
は
、
基
本
的
に
「
牧
畜
０
９
ま
河
邑
ｏ
」
に
専

二
一
〇
　
（
七
九
〇
）

業
さ
せ
る
こ
と
。
（
ｐ
留
べ
）

　
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
政
策
の
実
現
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ソ

ド
と
ア
イ
ァ
ラ
ン
ド
の
国
相
互
、
人
民
相
互
の
統
一
が
推
進
さ
れ
て
ゆ

き
、
ア
ィ
ァ
ラ
ソ
ド
の
「
垣
久
的
平
和
と
安
定
」
と
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
王

国
全
体
の
繁
栄
が
同
時
的
、
統
一
的
に
実
現
し
て
ゆ
く
と
主
張
す
る
の

で
あ
る
。

　
第
三
章
以
下
で
彼
は
こ
の
内
容
的
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
こ
の
ベ
テ
ィ
の
説
明
を
、
内
容
的
に
、
＠
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
ヘ

の
一
〇
〇
万
人
の
移
住
が
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
に
い
か
な
る
結
果
を
お
よ
ぽ

し
、
移
住
者
に
い
か
な
る
変
化
を
も
た
ら
す
か
。
＠
残
り
の
三
〇
万
人

に
よ
る
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
杜
会
は
い
か
な
る
も
の
と
な
る
か
。
◎
王
国
全

体
の
繁
栄
に
と
っ
て
ど
う
か
、
と
い
う
三
点
に
整
理
し
て
検
討
し
て
ゆ

く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
＠
に
っ
い
て
。

　
ペ
テ
ィ
は
、
第
三
章
に
お
い
て
、
一
〇
〇
万
人
の
移
住
者
を
、
職
業

別
に
わ
け
た
上
で
、
彼
等
の
生
活
が
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
推
論
を
お
こ
な
う
。

　
０
「
王
の
支
払
で
生
活
し
て
い
る
人
々
」
　
　
王
が
彼
に
仕
事
を
与

え
れ
ぱ
よ
い
。



　
＠
「
土
地
所
有
者
、
自
作
農
」
　
　
国
王
が
適
当
な
市
場
価
格
で
土

地
を
買
い
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
所
有
者
に
利
潤
を
与
え
う
る
。

た
だ
し
強
制
は
し
な
い
こ
と
。
ま
た
自
作
農
が
、
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
に
お

け
る
彼
等
の
土
地
を
売
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
土
地
に
新
し
い
農
業
方

法
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
利
益
を
生
み
出
す
よ

う
に
な
る
し
、
ま
た
本
人
は
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
で
農
夫
と
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
利
益
を
拡
大
し
て
ゆ
き
う
る
。

　
　
「
小
作
人
、
借
地
農
」
　
　
イ
ソ
ク
ラ
ソ
ト
て
農
夫
に
な
れ
は
よ

い
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
は
る
か
に
文
化
的
な
生
活
を
い
と
な
む
こ
と

が
で
き
る
。

　
＠
「
職
人
、
労
働
者
」
　
　
イ
ソ
ク
ラ
ン
ト
の
賃
金
は
ア
イ
ァ
ラ
ソ

ド
の
ほ
ぼ
二
倍
で
あ
る
。
（
ｐ
仰
竃
）

　
か
く
し
て
移
住
者
自
身
の
生
活
に
は
基
本
的
に
問
題
が
な
い
こ
と
に

な
る
。

　
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
杜
会
に
と
っ
て
は
ど
う
か
。

　
ペ
テ
ィ
は
第
四
章
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
　
¢
「
今
人
民
が
七
〇

〇
万
人
に
，
す
ぎ
な
い
と
き
の
、
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ル
ズ
の
土

地
の
地
代
が
一
一
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
で
あ
る
と
し
て
、
そ
こ
へ
一
〇
〇
万

人
が
加
わ
る
な
ら
ば
、
地
代
は
今
よ
り
片
上
が
り
、
購
買
年
数
も
ま
た

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
．
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

片
永
く
な
る
。
…
－
も
し
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
土
地
が
今
年
一
一
〇
〇
万

ポ
ン
ド
で
あ
り
、
そ
の
購
買
年
数
が
二
十
年
で
あ
れ
ば
、
土
地
の
価
値

は
、
二
二
〇
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
で
あ
る
。
…
…
（
し
か
し
一
〇
〇
万
人
の
付
加

に
ょ
っ
て
）
土
地
の
価
値
は
今
よ
り
七
三
〇
万
ポ
ソ
ド
増
大
す
る
こ
と

に
な
る
」
。
（
甲
岬
置
）
　
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
人
民
は
年
六
ポ
ソ
ド

ニ
一
一
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
で
生
活
し
う
る
。
そ
し
て
彼
等
は
、
そ
れ
以

上
か
せ
ぐ
、
す
な
わ
ち
、
年
三
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
余
分
に
か
せ
ぐ
。

し
た
が
っ
て
一
〇
〇
万
人
の
人
民
は
年
三
五
〇
万
ポ
ン
ド
の
余
剰
利
得

を
生
み
出
す
」
。
（
ｐ
ｍ
震
）
　
「
通
常
の
工
匠
は
…
年
二
六
ポ
ン
ド
を
か

せ
ぎ
、
一
ニ
ポ
ソ
ド
で
充
分
生
活
し
う
る
、
し
た
が
っ
て
、
年
一
四
ポ

ソ
ド
を
貯
蓄
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
購
買
年
数
十
年
と
し
て
、

一
四
〇
ポ
ン
ド
を
生
み
出
し
う
る
」
。
（
Ｏ
・
岬
震
）

　
こ
こ
で
の
彼
の
分
析
は
、
：
ハ
六
〇
年
代
以
来
彼
が
国
富
算
定
の
さ

い
に
－
使
用
し
て
き
た
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
、

そ
の
方
法
を
使
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ヘ
の
移
住
１
１
人
民
増
が
イ
ン
グ

ラ
ソ
ド
の
産
業
交
易
を
増
進
せ
し
め
、
年
「
余
剰
利
得
」
の
増
大
を
も

た
ら
す
こ
と
を
推
算
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
推
算
さ
れ
た
結
果

を
支
え
る
背
後
の
論
理
を
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
。
は
ニ
ハ
六
〇
年
代
以

来
の
内
容
と
は
、
異
な
る
、
む
し
ろ
よ
り
発
展
さ
せ
ら
れ
た
内
容
ｕ
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
　
（
七
九
一
）
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理
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
く
み
と
ら
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で

の
算
定
結
果
を
支
え
る
論
理
的
内
容
は
基
本
的
に
は
、
　
「
政
治
算
術
別

論
」
で
抽
出
し
た
原
理
的
視
角
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
彼
は
、
こ
こ
で
「
政
治
算
術
別
論
」
に
お
い
て
彼
が
提
出

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

し
た
、
一
国
の
「
成
長
」
の
コ
ー
ス
ー
１
大
都
市
へ
の
分
業
の
集
中
１
１
深

化
↓
地
方
都
市
へ
の
波
及
１
１
と
い
う
基
本
線
を
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
”
大

都
市
、
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
ー
－
地
方
都
市
と
い
う
関
係
へ
と
適
用
１
１
具
体
化

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
規
定
か
ら
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
Ｈ
大

都
市
へ
の
人
ｎ
一
集
中
１
１
分
業
の
一
層
の
拡
大
・
深
化
↓
「
利
得
」
（
「
余

剰
利
得
」
）
増
大
↓
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
繁
栄
１
１
「
成
長
」
が
構
想
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
た
が
っ
て
ま
た
、
年
「
余
剰
利
得
」
の
増
大
の
中
心
的
源
泉
１
－

「
工
匠
」
と
い
う
こ
こ
で
の
算
定
は
、
移
住
さ
れ
た
労
働
老
・
職
人
に

よ
る
「
製
造
業
」
の
拡
大
↓
「
利
得
」
増
大
と
い
う
構
造
を
背
後
に
持

っ
て
い
る
も
の
と
し
て
考
え
た
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
＠
に
つ
い
て
。

　
彼
は
ま
ず
、
移
住
し
な
い
現
時
点
で
の
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
に
お
げ
る
価

値
量
を
次
の
よ
う
に
算
出
す
る
。
　
「
土
地
の
価
値
１
１
一
二
〇
〇
万
ポ
ソ

ド
」
、
「
資
材
の
価
値
１
１
六
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
」
、
「
家
屋
１
１
二
〇
〇
万
ポ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　
（
七
九
二
）

ド
」
、
こ
れ
に
対
し
、
移
住
し
た
場
合
の
価
値
量
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
い
う
。
　
　
「
産
業
交
易
の
単
純
化
（
ｃ
。
…
珪
ｏ
身
）
と
新
し
い
安
価
な

統
治
に
よ
っ
て
、
人
民
の
安
定
と
統
一
が
た
さ
れ
る
と
き
、
ア
イ
ァ
ラ

ソ
ド
の
土
地
は
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
と
同
様
、
二
〇

年
の
購
買
年
数
を
も
つ
よ
う
に
な
る
、
し
た
が
っ
て
、
（
土
地
の
価
値
は
）

二
四
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
と
た
り
、
資
材
の
（
価
値
）
も
ま
た
…
少
く
と
も
七

〇
〇
万
ポ
ソ
ド
と
な
る
」
。
（
ｏ
・
蜆
雷
）
し
た
が
っ
て
こ
れ
だ
げ
で
す
で
に

一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
以
上
の
価
値
量
の
増
大
と
た
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
場
合
、
間
題
は
何
故
価
値
が
あ
が
る
か
、
と
い
う
点

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
の
点
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
産
業
交
易
の
「
単
純
化
」
１
－
「
牧

畜
」
と
い
う
彼
の
主
張
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
単
に
住
民
数

の
減
少
と
関
わ
ら
し
め
て
消
極
的
に
理
解
し
て
は
問
題
は
解
け
た
い
。

　
ペ
テ
ィ
の
こ
の
主
張
は
全
く
積
極
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
の
主
張
の
中
に
す
で
に
＠
の
と
こ
ろ
で
述
べ
て
お
い
た
ニ
ハ

八
一
年
の
「
政
治
算
術
別
論
」
に
お
げ
る
分
業
視
角
の
も
う
一
つ
の
貫

徹
を
く
み
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
ベ
テ
ィ
は
、
ア
ィ
ァ
ラ
ソ

ド
の
問
題
を
、
一
国
の
繁
栄
ｎ
「
成
長
」
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
大
都
市

１
ー
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
の
分
業
の
深
化
－
集
中
化
を
中
心
軸
と
し
た
場
合
の



地
方
都
市
Ｈ
ア
ィ
ァ
ラ
ン
ド
に
お
げ
る
分
業
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、

と
い
う
問
題
と
し
て
と
ら
え
解
答
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
視
角
か
ら
の
具
体
的
解
答
が
分
業
の
「
単
純
化
」
Ｈ
「
牧
畜
」
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
単
純
化
」
と
し
て
の
地
方
都
市
ｕ
ア
イ
ア

ラ
ン
ド
の
一
国
（
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
、
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
合
わ
せ
た
全
体
）
内
分
業

の
あ
り
か
た
提
示
の
背
後
に
は
、
大
都
市
内
分
業
で
の
分
業
相
互
の
関

係
把
握
が
視
角
と
し
て
貫
徹
し
、
そ
れ
の
具
体
化
Ｈ
適
用
が
お
こ
た
わ

れ
て
い
る
の
を
わ
れ
お
れ
は
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
た
わ
ち
、

「
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
一
つ
の
大
き
な
町
の
街
々
１
こ
れ
ら
の
場
所
で

は
す
べ
て
の
住
民
が
殆
ん
ど
一
っ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る

ー
」
（
「
政
治
算
術
別
論
」
り
』
お
）
〈
大
都
市
に
お
け
る
仕
事
の
単
純
化
に

よ
る
杜
会
的
分
業
の
深
化
↓
産
業
交
易
の
発
展
Ｖ
こ
の
シ
ェ
ー
マ
の
、

イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
と
ア
ィ
ァ
ラ
ソ
ド
と
を
含
む
全
体
へ
の
適
用
、
具
体

化
。　

事
実
ペ
テ
ィ
は
、
産
業
交
易
が
「
牧
畜
」
産
業
に
単
一
化
さ
れ
た
場

合
を
想
定
し
て
次
の
上
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
　
　
「
六
〇
〇
万
の
値
う

ち
の
あ
る
牧
畜
産
業
が
、
繁
殖
・
飼
育
・
販
売
と
し
て
、
単
純
化
．
簡

易
化
・
一
定
化
さ
れ
る
と
き
、
牧
牛
の
資
財
と
し
て
の
価
値
は
少
く
と

も
、
％
は
あ
が
り
、
七
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
の
価
値
を
も
っ
よ
う
に
な
る
に

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

ち
が
い
な
い
」
。
（
Ｐ
ｍ
０
０
）

　
こ
こ
で
ペ
テ
ィ
は
、
　
「
単
純
化
」
Ｈ
合
理
化
と
し
て
把
握
す
る
こ
と

に
，
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
価
値
を
実
現
し
う
る
よ
う
に
な
る
と
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
ベ
テ
ィ
は
こ
の
よ
う
な
分
業
視
角
か
ら
の
「
牧
畜
」
１
１
産
業

の
合
理
的
展
開
と
の
不
可
分
の
関
連
に
お
い
て
、
土
地
の
再
測
量
、
再

調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
第
八

章
）
し
た
が
っ
て
土
地
の
上
昇
の
根
拠
は
、
こ
の
よ
う
な
産
業
の
集
中

化
１
１
単
一
化
に
よ
る
、
土
地
そ
の
も
の
の
集
中
的
・
合
理
的
使
用
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
ペ
テ
ィ
は
、
こ
の
よ
う
た
産
業
と
土
地
の
分
業
視
角
か
ら
の

再
結
合
に
よ
る
経
済
杜
会
の
基
礎
構
築
に
１
よ
っ
て
、
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
の

国
内
市
場
全
体
の
安
定
（
↓
杜
会
の
安
定
↓
垣
久
の
平
和
）
が
実
現
し
て
ゆ

く
も
の
と
し
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
　
「
ア

ィ
ァ
ラ
ソ
ド
の
土
地
は
、
そ
の
地
名
、
領
界
、
所
有
権
を
確
認
し
産
業

を
単
純
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
や
銀
よ
り
も
、
は
る
か
に
貨
幣
に

と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
金
属
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
」
。
（
Ｐ
閉
§

　
こ
の
よ
う
な
主
張
の
背
後
に
は
、
彼
自
身
の
私
鋳
貨
幣
の
鋳
造
と
い

う
経
験
が
あ
る
こ
と
は
充
分
推
測
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ニ
　
（
七
九
三
）
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こ
で
の
彼
の
他
の
主
張
と
の
関
係
で
み
る
な
ら
ぱ
、
彼
の
主
張
の
中
心

的
内
容
は
、
分
業
基
軸
か
ら
の
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
杜
会
の
展
開
の
中
に
、

必
然
的
に
設
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
鋳
貨
の
こ
と
を
構
想
し
て
い
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
◎
に
つ
い
て
。

　
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
、
な
ら
び
に
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
ヘ
の
移
住
政
策
の
結
果

が
、
分
業
視
角
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
最
後
に
、
王
国
全
体

と
い
う
点
で
見
て
お
こ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
＠
・
＠
の
検
討
を
へ

て
き
た
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
必
然
的
な
問
題
で
あ
り
、
同
時
に
解
答

を
あ
ら
か
じ
め
充
分
予
測
し
う
る
間
題
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
国
王
の
収
入
と
の
関
係
で
の
べ
て
い

る
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ペ
テ
ィ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
と
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
に
お
げ
る
国
王
の
収
入
は
、
二
〇

七
万
ポ
ソ
ド
か
ら
二
五
二
万
ポ
ソ
ド
に
増
大
し
う
る
。
そ
し
て
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ソ
ド
か
ら
の
一
五
六
千
ポ
ン
ド
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

体
で
、
年
二
六
七
六
千
ポ
ソ
ド
に
な
る
」
。
「
平
和
時
に
お
げ
る
全
体
の

政
府
の
費
用
は
、
一
五
六
八
千
ポ
ソ
ド
で
充
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
年
あ

た
り
一
一
〇
八
千
ポ
ソ
ド
が
残
余
と
し
て
の
こ
っ
て
ゆ
く
」
。
（
り
・
零
一
）

　
こ
こ
で
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
　
（
七
九
四
）

コ
ヅ
ト
ラ
ソ
ド
が
含
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ペ
テ
ィ
は
実
は
、
ア

イ
ァ
ラ
ソ
ド
の
移
住
政
策
を
提
示
し
つ
つ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
に
つ
い

て
も
、
　
一
つ
の
移
住
案
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ス
コ
ヅ

ト
ラ
ソ
ド
の
高
地
地
方
の
住
民
を
低
地
地
方
な
い
し
は
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

へ
移
住
さ
せ
る
と
い
う
案
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
の
視
角
も
ま
た

当
然
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
の
場
合
と
同
様
の
分
業
視
角
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
（
ｏ
．
蜆
ｓ
）

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
を
含
め
て
の
展
開
へ
と
問
題

を
発
展
せ
し
め
て
い
る
意
図
を
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
と
き
、
ペ
テ
ィ
が
、

実
は
＠
・
＠
の
内
容
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
て
い
た
原
理
的
視
角
１
１
成

長
、
概
念
に
集
約
さ
れ
る
視
角
１
１
を
根
拠
と
し
て
、
彼
自
身
に
と
っ
て

も
一
貫
し
て
考
え
て
き
て
い
た
、
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
、

イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
国
家
的
統
一
に
よ
る
王
国
全
体
の
繁
栄
の
方
向
を
示

そ
う
と
し
、
ま
た
示
し
う
る
根
拠
を
つ
か
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
は
も
は
や
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
国
家
の
統
一
的
指
向
を
含
め
つ
つ
、
さ
ら
に
付

帯
的
に
「
平
和
時
」
に
お
け
る
「
残
余
」
を
も
っ
て
「
戦
時
」
へ
の
備

へ
と
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
。
か
く
し
て
王
国
全
体
の
防
衛
力

を
増
大
し
う
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
を
結
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
以
上
を
も
っ
て
、
　
「
ア
イ
ァ
ラ
ノ
ド
論
」
の
基
本
的
内
容
の
概
観
を

終
え
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
　
「
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
論
」
の
基

本
視
角
が
、
ニ
ハ
八
一
年
の
「
政
治
算
術
別
論
」
に
お
げ
る
原
理
的
視

角
に
あ
り
、
そ
の
三
国
関
係
へ
の
適
用
に
よ
る
、
分
業
的
三
国
関
係
を

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

根
拠
と
し
て
の
三
国
の
統
一
的
発
展
１
１
「
成
長
」
の
方
向
を
指
し
示
す

点
に
あ
っ
た
と
集
約
し
え
よ
う
。

　
　
（
ｕ
）
　
ベ
テ
ィ
は
こ
の
「
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
論
」
を
ジ
ェ
ー
ム
ス
ー
世
に
献
上

　
　
す
べ
く
書
い
た
。
し
か
し
ベ
テ
ィ
の
見
解
は
、
こ
の
論
稿
の
み
た
ら
ず
基

　
　
本
的
に
は
全
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ベ
テ
ィ
の
主
観

　
　
的
意
図
と
は
別
に
、
そ
の
理
論
内
容
が
現
実
を
は
る
か
に
こ
え
た
革
新
性

　
　
　
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
も
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
（
１
２
）
　
こ
の
提
案
は
、
そ
の
原
型
を
す
で
に
ニ
ハ
七
〇
年
代
の
「
政
治
算
術
」

　
　
　
の
中
に
見
い
出
す
。
そ
し
て
、
「
政
治
算
術
」
に
お
い
て
も
こ
の
仮
定
的

　
　
提
案
を
ふ
ま
え
て
、
分
業
視
角
か
ら
の
産
業
交
易
分
析
に
入
っ
て
い
る
点

　
　
　
を
あ
ら
た
め
て
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
　
一
六
八
○
年
代
の
要
約

　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ハ
八
○
年
代
－
第
三
期
１
に
お
げ
る
ベ
テ
ィ

の
経
済
理
論
展
開
過
程
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
に
そ
の
要
点
を
整
理

し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）
（
稲
村
）

　
¢
一
六
八
○
年
代
の
理
論
展
開
の
原
理
的
視
角
は
、
一
六
八
一
～
八

二
年
の
「
政
治
算
術
別
論
」
－
「
貨
幣
小
論
」
の
中
で
基
本
的
に
形
成
さ

れ
た
。

　
　
そ
の
基
本
的
内
容
は
、
〈
工
場
内
分
業
↓
杜
会
的
分
業
の
深
化
１
１

集
中
Ｖ
と
い
う
分
業
１
１
生
産
力
体
系
視
角
か
ら
の
製
造
業
を
軸
と
し
た

産
業
交
易
の
増
進
↓
「
利
得
」
増
大
の
拡
大
再
生
産
的
展
開
、
そ
の
上

に
立
っ
て
の
貨
幣
機
能
の
整
理
、
そ
し
て
こ
う
し
た
一
国
の
経
済
構
造

視
定
を
根
拠
と
し
て
の
一
国
の
繁
栄
を
集
約
す
る
概
念
い
「
成
長
」
。

　
　
こ
の
よ
う
な
視
角
は
、
一
六
七
〇
年
代
に
お
け
る
重
商
主
義
的
原

理
か
ら
の
転
回
方
向
を
ふ
ま
え
て
、
よ
り
積
極
的
に
新
た
な
原
理
の
創

造
へ
進
む
出
発
点
を
獲
得
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
う
る
。
し
た
が
っ

て
ま
た
、
　
「
政
治
算
術
」
の
内
容
的
性
格
も
、
一
六
七
〇
年
代
の
重
商

主
義
か
ら
の
下
向
的
原
理
転
向
分
析
と
い
う
も
の
か
ら
、
〈
工
場
内
分

業
↓
杜
会
的
分
業
に
よ
る
生
産
力
体
系
・
（
古
典
派
）
労
働
価
値
説
的

原
理
Ｖ
と
い
う
積
極
的
に
肯
定
的
な
も
の
を
基
盤
と
し
て
の
現
実
分
析

へ
と
転
回
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
＠
ニ
ハ
八
○
年
代
は
、
　
「
政
治
算
術
別
論
」
１
「
貨
幣
小
論
」
を
原
理

的
根
拠
と
し
て
の
「
ア
イ
ァ
ラ
ソ
ド
論
」
に
い
た
る
、
新
た
な
原
理
の

実
践
的
・
理
論
的
具
体
化
の
過
程
と
し
て
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
（
七
九
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
六
号
）

大
　
若
干
の
総
括

　
多
く
の
間
題
点
を
残
し
つ
つ
も
、
一
応
ベ
テ
ィ
経
済
理
論
の
全
体
的

検
討
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
簡
単
な
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
て
お
こ
う
。

　
¢
　
こ
れ
ま
で
の
ペ
テ
ィ
経
済
理
論
展
開
過
程
の
概
観
的
検
討
を
ふ

ま
え
る
と
き
、
彼
の
経
済
理
論
展
開
過
程
は
、
ニ
ハ
四
〇
年
代
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
最
初
の
経
済
理
論
構
想
が
、
そ
れ
以
後
の
二
期
　
　
一
六
六
〇
年
代

・
：
ハ
七
〇
年
代
　
　
に
わ
た
る
重
商
主
義
的
表
象
の
下
向
的
転
回
的

分
析
過
程
を
通
し
て
内
容
的
に
豊
富
化
さ
れ
て
ゆ
き
、
一
六
八
○
年
代

に
－
お
い
て
、
ラ
セ
ン
的
に
回
帰
す
る
か
た
ち
で
明
確
な
原
理
的
視
角
１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

新
た
な
体
系
へ
の
出
発
点
と
し
て
実
現
１
１
到
達
さ
れ
る
に
い
た
る
過
程

と
し
て
基
本
的
に
示
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
過
程
と
し
て
理

論
展
開
１
１
深
化
過
程
が
っ
か
み
う
る
か
ぎ
り
で
、
ペ
テ
ィ
の
ニ
ハ
四
〇

年
代
の
理
論
内
容
は
、
彼
の
経
済
理
論
の
原
像
１
１
表
象
的
概
念
把
握
と

し
て
規
定
し
う
る
。

　
◎
　
ベ
テ
ィ
経
済
理
論
の
内
容
的
発
展
過
程
は
基
本
的
に
は
次
の
よ

う
に
整
理
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
の
何
よ
り
も
ま
ず
、
ニ
ハ
四
〇
年
代
に

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

お
い
て
労
働
過
程
川
分
業
を
発
見
し
、
そ
れ
を
経
済
杜
会
の
根
拠
と
し

て
位
置
づ
け
た
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
根
拠
か
ら
ペ
テ
ィ
的
現
実
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
　
（
七
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
重
商
主
義
（
重
全
主
義
）
的
諸
表
象
を
下
向
的
分
析
を
通
し
て
根
拠

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

付
げ
た
お
し
て
い
く
（
Ｈ
原
理
の
転
回
）
過
程
に
彼
の
経
済
理
論
の
内

容
は
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
。
◎
そ
し
て
こ
の
過
程
は
ニ
ハ
八
○
年

代
の
出
発
点
　
　
　
「
政
治
算
術
別
論
」
↓
「
貨
幣
小
論
」
　
　
に
お
い

て
、
生
産
力
体
系
　
　
古
典
派
労
働
価
値
的
内
実
　
　
蓄
積
的
「
利
得
」

（
「
余
剰
利
得
」
）
　
　
「
成
長
」
と
い
う
原
理
的
視
角
と
し
て
、
転
回

Ｈ
新
た
な
体
点
を
可
能
に
１
す
る
出
発
点
に
到
達
Ｈ
実
現
し
た
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
ペ
テ
ィ
の
経
済
理
論
の
基
本
的
性
格
は
、
そ
の
部

分
的
評
価
　
　
た
と
え
ぱ
労
働
価
値
説
的
側
面
　
　
に
よ
っ
て
、
あ
る

い
は
、
個
別
的
論
稿
の
評
価
に
。
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
は
た
ら
な
い
し
、

な
す
こ
と
自
体
誤
ま
り
で
あ
る
。
た
だ
全
体
的
、
動
態
的
把
握
に
お
い

て
の
み
そ
の
本
質
的
性
格
を
あ
き
ら
か
に
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点

で
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
「
政
治
算
術
」
１
１
方
法
の
１
・
１
期
に
お
げ

る
重
商
主
義
的
表
象
の
下
向
的
・
転
回
的
分
析
方
法
と
し
て
の
性
格
か

ら
、
皿
期
に
お
け
る
生
産
力
体
系
を
基
盤
と
し
た
新
た
た
原
理
の
具
体

化
の
方
法
と
し
て
の
性
格
へ
の
転
回
。

　
彼
の
経
済
理
論
の
基
本
的
性
格
は
、
イ
ギ
リ
ス
古
典
派
経
済
学
体
系

へ
の
生
産
力
体
系
と
い
う
根
拠
規
定
を
基
盤
と
し
て
の
展
望
可
能
な
地

点
を
切
り
開
い
た
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
そ
れ
以
後
の
い



わ
ゆ
る
「
固
有
の
重
商
主
義
」
と
呼
ぱ
れ
る
諸
理
論
、
あ
る
い
は
そ
の

他
の
重
商
主
義
的
諸
理
論
の
展
開
過
程
を
く
ぐ
る
こ
と
を
不
可
欠
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
も
た
お
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
げ
る
古
典
派
経
済
学
体
系
に
体
系

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

的
に
連
絡
す
る
も
の
と
し
て
、
古
典
派
経
済
学
体
系
の
出
発
点
１
１
創
始

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
市
民
革
命
と
産
業
革
命

を
つ
な
ぐ
、
理
論
体
系
形
成
過
程
に
お
げ
る
非
連
続
の
連
続
の
構
造
こ

そ
が
ベ
テ
ィ
の
学
説
史
上
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
視
角
で
あ
ろ
う
。

　
＠
　
か
く
し
て
ま
た
、
こ
の
視
角
か
ら
の
残
さ
れ
た
緊
急
の
課
題
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ペ
テ
ィ
ー
ロ
ッ
ク
関
係
の
再
検
討
に
よ
る
市
民
革
命
経
済
理
論
と
し
て

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
イ
ギ
リ
ス
古
典
派
経
済
学
の
出
発
点
Ｈ
創
始
構
造
の
抽
出
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

共
同
研
究
室

共
同
研
究
室

　
昭
和
四
七
年
度
第
一
一
回
研
究
会
（
昭
和
四
八
年
一
月
十
九
日
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
ソ
ビ
エ
ト
の
諸
研
究
所
を
廻
っ
て

　
　
　
　
　
報
告
者
　
芦
田
文
夫
氏

　
昭
和
四
七
年
度
第
二
一
回
研
究
会
（
一
月
二
六
日
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
現
代
巨
大
企
業
の
独
自
的
な
生
産
単
位
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
　
　
工
場
結
合
体
Ｈ
コ
ン
ヒ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
の
実
証
的
分
析

　
　
　
　
　
報
告
者
　
坂
本
和
一
氏

　
報
告
要
旨

　
　
（
以
下
で
は
、
報
告
の
実
証
的
部
分
は
ま
っ
た
く
省
略
し
、
結
論
の
み
を
要

　
約
す
る
）

　
１
　
間
　
題

　
第
一
　
現
代
の
支
配
的
な
産
業
資
本
Ｈ
巨
大
産
業
資
本
の
直
接
的
生

産
過
程
の
構
造
を
分
析
す
る
た
め
の
表
象
１
１
分
析
対
象
を
確
定
す
る
こ

と
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
た
発
展
形
態
の
生
産
単
位
に
お
い

て
実
現
さ
れ
て
い
る
産
業
資
本
の
直
接
的
生
産
過
程
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
跡
二
　
現
実
と
理
論
Ｈ
『
資
木
論
』
に
お
け
る
産
業
資
本
の
直
接
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
七
九
七
）




